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家蠶の發育とVitamin Cとの關係

（第二報）家蠶の發育に伴ふVitamin C含量の

變化に就いて

蒲生俊興

Toshioki GAMO:- Studies on the relation of ascorbic acid to the development 

of the silkworm, Bombx mori, L.

(II) On the change of the contetnt of ascorbic acid during 

development and metamorphosis.

：1：．緒　　　醤

　1礁児の唯一‘飼li｝け二る．桑葉中には比i鮫的名鍛のV漁mh1　Cを含有し、而かもそ．の含濃は種々な

る燈境、殊に桑葉の飼料1’1’d債値を決定すべき・箭1疲の條件に肉て、著しい礎異を來すこεは第1．

報（ヲ拝蒙‘【｛1t）A，rl．a）に報告した所である。

　從來昆嶽の磯育ミVi楓！n沁Ctrの關係に就いては、その粟績比較的：1：2しく、唯混成食物を

以て：飼養し得る11）痴竃ppllila，「Trib（｝liUln，　Bla｛：tella等に於てr、i．盆σ）實髄を見出すのみである。

自IJち13acoll＆，Ilm・den． i1922）は1）rosopl】三la　a）幼錨が完桑なる装育をなすにはVil：amiu　Bを

要するが、Vitamh1　Cは必・要εしない蔀を報じ、　Swed：ITUUI　LIL　I：》almer（1928）．はTribo魚1寛uの

生育上、Vitamin　Cの不必要なる：を｛1己述してゐるc、　，．又Wollmml」欄roud＆Rご臨imamagna

（1937）は金くVitamill　Cを鋏けそ，飼料を以て飼養したるlll｝lattellaに就い冒じ0．し）9～05aOm9／9r

のVit胆ni11むを楡li∫し、膿内に於けるV三ta1～1沁Cの合成な1：航離してゐるc、叉（）ti’1’（’｝＆Rovita

（1939）は舅ミ：罎装育i二iliに於けるVi［Im魚3C含：｝・lil：を測窟し、：礁卵．には（）．ユ2m副gr、幼最綴織中に

は〔｝．30・γ｛肩Omgllgr、鑓蝋及び蛾には0・⑪3～0．1恥創9rのV娠mill　Cを含有するこεを報告し

てゐる。

　本報告に於ては、：曹通染葉を用ひて褒育せしめナこる寡1献幼贔、蜥、成轟及び卯の各期に於て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iそ「 ﾌ生育蚊ぴに礎態に伴ふ獄艦組織（溝食そ穿除去）内㌔漕化液及び．illi．液中のVit’tmMil1　C含鼠の

鐙化を測定し、各齢贔め嚢育中叉は輔め礎態期閥に於て．1膿内Vitamhlぐ）搬が或る椰向を以▼C

　　　　　セ：． I螢蘇糸學邦1奮誌　　．第一1一三三4魯　　第・二二　號　　　1941．



64　　　　　　　　　　　1・’；ii　　縣　　學　　　／i・1、　　器　　　　　　　　〔憂1程‘’卜触答

pm　溝艮するこミを見出し、殊に是等のVltmmh1（】：「ll二の濡長が職り己の背脈管抑動版・ドli淵接鯛に凱

　　する抵抗力雌ぴに蠕期llllに於ける蝋膿壁の減耗ε審接なる關る1～を羊ゴするこεを認めナこる外b特

　　に蠕！り1間虹ぴに瀬卵rJli・1育中Vit：：Lmincが慨内に於て！【三成せらるるこξ准指摘するを得たから・

　　蕉にそα）研究結襲を報皆’3一る次第であるo

　　　本　1院は女部摺料卿院鍬び日・ド脳臓興斡碗Ill魔依て施行しプ・もので漢1る・叉輔院

　　を行ふに當つては當校校侵井上博十、北1佳研究所藤【ll博士）徽紳試臓場｛氏賀1崎1輯2・lll毎谷陣

　　士及び赤1己博士！l芋の御垂教を仰いだ事力’：多い。爾本實瞼｝、；：本校生理學教竃1二於て謝ごして關博

　　夫ta瀧澤七瑚、松田興コの諸氏が櫓當せられ九ものである。戴に本稿を草するに當って謹んで

　　感謝の意を表する訳第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　姐．實験の方法及びヰ雪料

　　　本研究に供川しナこ羅の品灘は、春猛期に於て1よ欧16號x支16號、歌19號×’支：17號及びll

　　111脱x支107號、憂秋鴛及び晩秋瀬に於ては1：U11號×支107號，改，1：集xi5父安及びILI　115

　　號X支108號等である。爾1隙兇飼育に供川しナこ桑樹は、春1｛灘田稚1：1｝llll飛εして多胡「i咽仮び市

　　李iIH潔脚』には鼠返、叉夏秋識及び晩秋窟には稚ilボ糊市羅叉は改良iliC返・州蝦期…バlili等を用

　　ひ、飼育方法は雅1賦期鮮i飼又はパラフィン紙育、坦燃期蕉瑚：育叉は楽灘育を行つた。

　P　　　謹i援艦諸組織又は骨ll液及び欝液中のVifamh】C測定σ功’法は前幸11に報告しナこ藤田・海協1爾博

　　士考案による比色定鮭法（藤田ltPT．1－：及び海老原博士、工93のを川ひ、難卵は：L圓に1鱒・、繍i凱

　　蜥髄等は3～4grb胃液及びi【1腋は1（｝e．を型要用しナこ。

　　　　　　　　　　　　　　　　m．實　験　成　綾

〔第1〕　各齢・起籔とVitalinin　c含鐙，

普通藥桑を給輿して爽育せしめた各齢起謙樫内に於けるVit：mlil1　C含頂1：を1「ヒ較するにi次の如

唐成績を得たo

　　L蜜1験第1〕

　凋’料　昭和12年9月（秋想期）　改中舐×改・安

一・’…－tvnv°『’－t…mp『『…［■ @rmt－一’閲『nrm　　　　 『『．丁 @　　　　内　　　1．　『　　．．一一一一一…F幽tt　tt孟釜　 』’

tL“ @　愛　里　　　 、アitこL［1）in　　 c　　　：「；；こ　　　（n】窯96）

＿＿＿＿＿＿＿＿に：璽．．＿箪⊥藻麺興漿ξ工翼一璽屡畷〇二璽蟻飼甦靴工廼璽翼；

篶ム圖舞鑛　　9：88　　1甥　　器：費　　萎暮：萎9　　1？・：蕊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31、82　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26，γ5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18，46耳三　　　　　　　　　　　　　均　　　　　　　　0，00　　　　　　　　　　28．59

　〔實、験第2〕　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

材料　昭和13年81月（秋蟹期）　支IO7號×日111號　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

猶・時期i
傭…　　　　歎1
第　2　齢　越　餓　1

第　3齢糧螺　1
第　4　齢　起　螺　1
第　5　齢　起　鍛　1
　　　　　　　　　し

還至製墾虻豊㌦豊窒二蚕：！i還壷急鑑1醍敦；

　　　　　　　　　　　ゆ1．545　　　　　　　14，工15　　　　　　　！5，660　　　　　　　　　9，87　　　　　　　　90．1

16，667　　　　　　　　0．734　　　　　　　17．400　　　　　　　　95。8　　　　　　　　　　4．2

24．065　　　　　　　　L339　　　　　　　25．404　　　　　　　　94．7　　　　　　　　　5．3

18．699　　　　　　　10。881　　　　　　　29．580　　　　　　　　63．2　　　　　　　　　36、8

15・44・　　。・73511es・182　　95・5　　4・5

　以上各實験の戒績より’各齢起慧腿内に於けるN「ita｝nin　C含：鍛をよヒ較するに、一般に蟻慧に於

て嫉選元型V．C量最も少いが、酸化型▽．C鍛比較的多い。還元型V・Cに就いては食桑に俘つ

て其の量を檜加し、第3齢起獄に至つて最高を示す。叉V。C総最1に就レ・ては第引胎起織最も多

く、爾酸化型V・Cは蟻翻の揚合を除いては選元型V，Cに比して涌例箸しく少い1が、第4齢趨
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　　1「；’」51「冷11；．置己．庭1’戸1訂G匙罵霞よe，｛捲：！誰迄）ノ乎H（7）ll：．’｝こ／t’己｛1搬泌ε、　｝’7沼ど及ぐ」ぐ探∫イ1二雪マな’除ノ；一しノニるill：劃’躍細，
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幽晦期・懸翫骨1辮，v彫識（Ilhgll）・一，、ゼ・

！1‘li　　5　　【ロ冷　　7環　　蓑選

〃　　　　　二．i　　　し’1　　　臼

〃　　　　　3　　　口　　　　欝

〃　　　　　‘t　　　Fll　　　「．1

〃　　　　　5　　　「，I　　　ll

〃　　　6　日　　減
〃　　　　7日「1G撫灘D

5．〃2
14．309
155935
17．398

15．203
15．7ア2

14．，309

28．159　　　　　　　　　33．930

23。275　　　　　　　3ン．584
15．：’｛8f・」　　　　　　　　31．：320

懸犀鱗1

　　　v．G　都肉∫圧1・1〔〕05＞【11

蝕逸　　フに　　「腿　　i　再聖　　イヒ　　ソ躯

17．Q

3B，1

50、9

64．5
49，り

75．Ji

66．9

83．0
61．9

49．1
号〕，5

5‘1。1

24．：）

33。1

　　」弦」・・2iE可の塾t縣翰．ij・ξ，AE責に、k才・t　tzsr、第5爵｛魏後￥ゴrl‘1に方昏ける餐識り己蝦翫夜内VitaMil，1　C．「詮は搬㍉弩昼寺｝共殺に

因つて≡鰹しい垂遊異をづ云し、翻」ちi鈴：初、　春1｛認影」に（iiっては第2日陪及國ぴ3レi「1ヒ頁、：麗不穴窪濃廻1に方袋

ては貿32日ロヒ買｛鍛著夜iXJ”NT．（1；献嚥電ゴ縫多ll逢を汀ミし、　その後華縄譲1田に噛於て第5、　611｝難ヒ斑、　．阯芝蒲火奪識紺1

に力奏1℃タ窮4日闘匿頁より憩kに瀕～妻穀し、　その4愛幾分・1曾力nのi頃r司をテ六す“p’；、身懸て再1ぴ瀕～1浅して琵裏霊髭ε

’なるo費駐撰野霞内Vittum　in　Cの｝伏盛漂より嚢観るに二、淫審、藍叢共培に方全て1よ65～ξ｝5翌6｛ま縣変．イヒ斐盟V．C｝：・　Jgii

し、久更秋鷺期に在つては齢初、酸化型V．C多唐も（62～83．％）、次第に附膏櫓伯仲し、齢末

に驚つて、却つて選元型V．C堂が斌加する（67～76％）傾向が条亮はれる。（第1圃兼．劉｛1｛）・

　　爾髄液中llll．球の存蕾如何がV・C含：fiii．　tこ如何なる關係を有するか．な．爵瞼せるに次の通りであ

る。

　　　　　〔搬瞼第3〕

　　　；｝；｝窄こ1・　［1召Ti「II3壽16♪ヨ（饗…菰婁）　日8翫糖　重富5爾缶9日闘

嘩　　　　　　　　　繭　　　　　　　　　　　w　　　闇へ縄一一Pt　潤齢　　巴幽璋‘Hi’一一M剛一冒mbtLwn四〇t　幽　di…Ztt」－v－h－di」　　　　　　　　　　th　　　　　　陶　隅阿哺　隔　　　　　　　欄　　　　　　　　　 pmin－Pt

．前L　丑∫、　／曳　　」丘1　　’f鳶

．1託L　・　　　　　　　　　重1鳶

＿．＿＿＿＿＿ご熟黛．食＿．量＿（πn望％）．　＿　　　、　　Y・．璽糠，量1eo分二三ド＿　＿，

幕潔し一」自一ヲ穏．一．L酸．．＿｛覧、。一．型一一一1一糸【｛s、一＿．．．　．、し　　慧　元　型　｛　酸　化　梨　，

1　駕2　　1呂：器　1　書菖：鴛　　舞：：峯　、編

（備考）　“lt　？lrlをi．萱心・分・南1鮭帯（｛35001【騒10分・摺］）によ・つて．頂tヨ求を沼二1殿’せしLV）て蹟L窪を影峰集し、た（、

　　自ljち木實、験威績によればlill．球を檸游せしめナこる噛通髄液は1肛漿のみよりV。C含搬硝々鄭く、

殊に酸化型V，Cは．lht漿申に∫：ヒ較的多く存在する様に見疏る。
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／捲
’　20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルロ
　　　暴…†「i「…講　嗜一蒼…一跡……穿…貯’

b）　消化液内Vi七amin　C：縫の幾化

獅醐・蝦朋漁毎聡・．慮灘よつて撒し・　7cのVit・・mli・C含鞍鄭i£しt・・

箪　5　齢　起　1醐
〃　　　2　日　　儲
〃　　　3　口　　日
〃　　　　4　　駈．1　　鷹

〃　　　5　　1’．1　　ドi

〃．．　6　　日　．．嚴

〃　　　71≡uヨ（熟露蛋）

2，053
5．671

6．484

9，837
8，110
5．569．

L626

1、427

2．681

5，696
7．f’；（～：3

E．Of～2

8．〔〕03

0，ll4

3，480
8．：352

】2，180
17．4（〕ぐ）

16，18二～

13，572
1，74（）．

59、0
6γ．9

113、2

1i6．5

fli（），2

41．0

93、4

41．〔’｝

32，1

46．a

43。5

49．8

59．0
6，6

　（備考）．材料．昭不［114確7月（夏鍛期｝支lo7鋤屈×日lu號

　本威績によれば、溝化液中Vit三Lmln　C量1；は熟鷲及び起簿1銭當時最も少く．h食桑∫ltσ）最も多き第

4、5日個頃V，C激最も多い。爾留液中：V．C：員霞：は艦滅に比しで薪しく少くb還霜型V’．Ctご酸

化型V．C輩が殆さ相皐ばする揚合が多い。

　c）．盤蹄豊内Vitahlill　C：縫の鍵化．．．i

．第5齢獄． ｩの湘寅惚を摘i搬したる羅糖㈱i織内1こ含まるるV｛．ta1曲1　C最頒1｛腱しナニるに吹の如

き成績を得た。

　　　〔實駒第1〕

　粥；口1召和13年8．月（秋鍛期）支107號×口111號．

．焚　育　時　期

第　　5　面令　起　翻
〃　　　2　日　　1：i

〃　　3　日　、幟
〃　　4　日　　目
〃　　5　日　　臼
〃　　　6　目　　「1
〃　　　 7日口（熟櫨）

．　　璽萱麺v£璽皿星処一一一t…一猛£槻鯉q笈！L一

14．634

26，382
2Q，122
17．317
14．228、

12．602

14．228

4．332
5．808
L28〔，

3．563
14．482

4。450．

6．652

18．966
3　2　．1　t）　0

21。402
20　．880

28　110
17．｛〕52

20，890

77．2

82．0
94．0

82．9

49，6
73，9

．68，1

22．8
18．0

6．0
1γ．1

5（）．4

26．1

3L9
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〔隻｛鰐硬舞写2〕

オオ41一　財｛．和13イ1こt3　Jl（こ禾火査滅鋤D　　1，，ftl　［－1，t置託）くi駄’Zぐ

圃h暫PVhL■囲・●ロ甲印“邑wn…一　　 騨　 」“【　　＿Tnt．＿tW騨　＿鯛”，Pt¶r－一哨▼．Pt－vrwHU　　　　　　…　　 【層＿．鞘r＿ro繭1＿”胴＿　　nt　　　　　　　　　　　　　　　 醒圃隔岬し㎞”　　　　　　　ww…＿＿蹴　　騨叡網一…th　　　　　　　　圃，

z　I”i”　時　期　　　tt授一』．フし　i・［］り　1酸　花　塑一．「Slls・i’　　置“・『　”『一元i一旧珂r閉「　一臓「吊マ1’　」rり

．、、　ソ．　　　　　　　　　　　　　Il、、亀側内V　（’，1・，（m9％，　1P　　．．　　　V：ぐ’総）・i・こ160分rを1．．　　．、

ゴ1∫　　5　　1：雪｛宣　，！巳　　灘1

〃　　　？，　口　　li

〃　　　3　　［i　　目
〃　　　　　4　　　日　　　 t．1

〃　　　5　「l　II
〃　　　6　il　l」
〃　　　　7日目（躍儘韻）

13．962
3三。！‘「つ

1，2．：5二〇

2（．〕．γ：3；t

I8。618
’15．44γ

1（⊃．44ア

2．494
it，858

〔1，［92

3．6偶
12畠3Stt

4．215

B．345

16．356

40．020
32．712
24．36〔〕

30，9フ2

19，662
工8、792

84．8

87．9
99，4、

8f5，1

60，1

78．6

55．6

15，2
1「1．l

o．6

レL9
3ウ．ワ

：ノ1．4

44，4

　婦くt’麟塗のノ戊醒勲二よRしなダ、早肯食型苧を士商1除せる11；1附豊内のVjtllT）．lhi（】：｝1麹よ第5幽齢獲￥ぎIlトー定の，愛・異

をカ≒しヤ　自μち1糧螂畠、「ll寺1よ1七lll交ゴ1勺少いカ㌔A“i　21：梶頁璋多しく」曾力ilし、　父舞∫4H凹賦｛一一1［拳証品少し、　嬢

5LI日切、〔r尊ぴ∫曹ヵllする櫃頁1的をン」．ミすヵ㌔　賀写（1日旧頃ぼカ、ら子懸ぴ灘蟻少して碧終置置εなるo　C移211副滲興朕）

　　侮、磁轍孫且糸畿内’V’itlmMilユCは手院し一C∫琶元狸ダV。C・多く　（錫o～94・96）、’タ朱に悲と添火盆譲1り1に於ては∫盤：’じ

型V．Cは撮㌍99％籐に逃ポる。併し第50日頃には即つで已俊化型V．．（）が著しく壇加し40～

50％1徐に蓬iする。

　　〔‘奪f三匡硬f’t’；3〕

材冴斗　　ll召孝「［】4列二6ノ」　　｝】Ji’i．1二×青巨き’葭f山

pm　　　　　　　　　　　　　　　　　－一一一ny　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．闘鯛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吻一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

機　　育　　1！芋　　！1り1

　！1ず　　5　　織奮　言壌　　1繊

　〃　　　2　日　　正1
　〃　　　　　3　　　日　　　　日

　〃　　　　　4　　　レ！　　　農】

　〃　　　i　日　　厩
”　〃　　　　6　　　日　　　口

　〃　　　　　7　　　［！　　　厩

　〃　　　　　8　　　日　　　　1二1

　〃　　　　9口臼（熟蝦）

餐し鑑Pl｝豊　内　V．　U’」且1：（II1彦96）

12　　ツ自　　ヲ吐1J　l　附嚢～　イヒ　　川量り　　i　年旧　　　　　・鑓’

14，228

33，333
33．333
31．ア07

30。488
28，455
22．358
2；5，016

23，984

10，1［2

　1．587

3．207
0．0〔｝O

O，832
0．255

0。262
，14．OG4

0．376

24，36

34．92
36，54
31．71
：31　．．32

28．71

22，62
40，02
24．36

　　　V．C轟、1、卜亙1匙10〔〕ラ｝・rlτ

、膠ま　　ラu　　ブ輻現　　1　　酉塑　　イヒ　　．ノ碑

58．4
95．6

91。2
100，0

97，3

99．1

98．B
65．0

98．5

4L6
4．4

8、8　　　　　・

o．（〕

2．7

0。9

　L2
3，E，　．0

　1．5

　　〔筆泌最鹸歪窮4：1

：イ」緯II　i昭羽i正4SII　6ノヨ　！∫、不iメL

鯉型置㈱　　　鼎掘F．　，＿＿＿一蜘鳳一轍鼎糟囎，裾概…聯　幽…糊Pt　－h”一一Pt「i－一一一tT幽剛　ue闘　　　＿　胃覧鷲＿．　　＿撫理2

盤薫　　育　　fi3　　；tJj

第　　5　　睡冷　’塾　 螺
〃　　　2　．日　　熾

〃　　　3　日　　目
〃　　，　　4　　　慨　　　　闘

〃　　　5　闘　　目
〃　　　　　6　　　1ヨ　　　　1こ1

〃　．　7　日　　臓1
〃　　　8　日　　日
〃　　　　9日口（熟i畿）

1　　　　　微曲内V．G』墨：（mぼ％）　　　　　　　　　V，（il穂」主1、　IOO分巾
レー慧闇…モ元閲ヲ1∬－「1－鞭1｝一『花1’摺魏’「一孫颪一　　鷺　　 還　元　烈　｝酸　化　i・吐腹

　9，756

．27．236

30、488

31，707
28．455

28、455
19．919

21，545
2L951

2．424
0．OOO
6，052
0，000

6．345

5。475
4．441

16．735

4．149

12。18

27，24
36，54
31．7i

34β0
33，93
24，36
38．28

26．10

80．1

100．O

B3．4
1cx）．0

81。8

83．9

81．8

56、3

84，1

19，9

0．0

16，6

0．0

18．2

16，1

18．2

43，7

15．9

　　以上2笠建塀眠のπ匙濫責に方全ても讃∫2ic王1瞼の・易合・ε1司拶爲、第5幽飾糧蛋濃置f口奮はV．（）㌦飾1壁上ヒ較IY｝少い

ヵ；、窒蒋3日目頃鋭多一’のi．璃こなり、窒彩‘＄「1捧1頃から減少bし、．第8艮園雛i両・ぴ」曾力nする｛頃ligが｝舅力．」

であるo叉難甜豊慰議藩哉囚V．C｛よ岡b”i’sに逡元型V．Cカ㌃火謝‘分て｝あるカx’、　第8日観仁頁には去ll”r）て建俊

化型V．Cが恥加する襟である。（驚2圏謬…照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　dt）　、礁1尼｛1蹄液ムとび、艦廿豊内Vit　tni111（り叢ヒの冴運i化芝￥了樋鰭芽戯1薄功敷及び劃唱寛力ごa）i粥．係　　　　　　　、

第5齢獲育中h．羅兇の背1派管搏動．数がその褒育程度に因つて一建の謎化をなすは多数の報告
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に明かである（蒲姐及び關1937）。爾嬉5齢識児の各ll窒害に附する携抗力も、勢｛毎口の搬1夢ゴ時期

に因つて著しく璽異するこtrもt－一一般の認むる臓である（鈴木1餓5b蒲（k及び開191｝7）。

著者は更に第5齢中鑓り躍腋壊ぴ鐙髄勺に含まるるV．（澱の御1の鯉4ε背脈側願力敷及

び高温接燗（40℃－10時醐）に欝する携｛ノ七力ごの關係を観たるに次の如訓粥係な示しゾ：。

　贈f時期　トー亜一薯盤総竺響雨1櫨勉一鞭一1背班・氏欄鰍（1分間）

策　5　齢　起　1齪
〃　　2　日　　1：1
〃　　3　H　　目
〃　　4　1．1　臼
〃　　5　日　　f，1
〃　　6　日　　尉
〃　　7　日　　群

　　　1茸：謄

　　　雛
　　　揖：鋸

1　　1°・41～

16。：」6

40．02
32．71
24．3｛，

3〔｝．P7

19．66
18．7ワ

5ツ．4

b9．o
ω．4

59．4

56．4

55．r，

48，4

i鼎腱蜀糊　　1瀞1辮隙繭萄1馨睡　繭ノレ合hボ・繋「一藤ll，諜1鵡醐蝦卜

塑　5　齢　起　鍛
〃　　2　「I　i：1
〃　　　：3　　日　　m

〃　　4　口　　El
〃　　5　H　　l］
〃　　6　11s　III
〃　　　7日目（£1ぱ置）

飼’　　　照　　　賊

轟

19

器

器

4

説

珍1

隻：｝

19

90

謬

巖

霧

5‘f；

73

　ユ｛

iン．5γ

17、VC）

1ア．〔～o

Iγ，25

16．89

17．15
17．00

旧．Io

lt

o．2S

〔L34
〔，．：｝2

0．31
〔〕．28

Q．2ワ

⊂1，26

（1，：‘5

16．り

1り，5

田，γ

18．4
17，；i

17．5

15．4

i9，γ

　上2表の成績にょれ，ば、第5齢

中微慨囚肌C細量4ξ1三に溝元型　　ttO

V，C量の璽i化はよく背脈管拷動敷

の愛化ε一致する・ばかりでなくb

翼に40・（」の献に10時1購鰯せ35

しめたる揚合の影響も殆ん＄之に

軍行して濡長する傾向が胴かであ　　30

る。師ち盤置髄内V」C含鍛の比較

絢多い第5齢2日目頃、背脈管壬1草

蝋撮も多く而も剛の離e5
接燭に塁｝する影響比較的少く、減

欝合最砂く・　・［1・つ舗鰍・1・2・　　　　　　　驚
合、健蝋歩合共に最も多く、爾繭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管

質は比働麟であつた．　　　　　　　　　　　嚇
　　　〔総　括〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
　第5齢鷲兇獲育中に於ける瀬膿

撚内㈱ヒ管撒）蝋c齢／° @　　　　　　　”1、“f。
飼育時期（郎ち飼育澱度及び飼料

の晶質）に閃つて穂々趣を異にす　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3t，

るもs起慧當時はV，C量最も少

く、食桑に膝じて急に檜加し、所　　ノ

識雛鮨翻筆繊　 塞菖言買書’ P「嚢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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その後春瓢期4乃翌70目M秋蛋躍期41：1日頃に一・・時低下を承し、璽に盛食期の末期に再び』鱗｛二

するがl」熟鍛こなって再び減少するQ而してノ迭等のV．C’L〔の溝喪は背脈管撞動数及び高淵に

獅する抵抗力ε略ぼ羅守了の關係を示してゐる。爾ll灘豊内V．Cは概して螺i’II型V．Cが大部分を

占め、殊に春獄第4剛1頃、秋澱第3財’：頃には罵元型95％以上に蓬するが、齢末に到つて

酸化型V．Cが蓑しく塘加する傾向が明かである。

　　　　　　　　　〔第3〕翻児繕食申Vi軌㎜in　C禽量の愛化

　慧児の脱皮期及び艦蒼繭期等のLt｛E［，｝1的聯色食期に於ける霊：援髄内Vit皇し1nlu　C含量の鰻化を、1旭鎌

及び第5齢食桑鷲の飢侮蝿中に於ける、雌膿内Vittしmiu　C含蟻の痩イ1二に封比調査したるに次の女liき

結果を得た。

　鼠）　第4眠中Vi亡amilユC含鍛の墾化

　　〔實験第1〕

　材料　昭和13確8月　支107號×H111挑

叢過時iiij　l
　　　　　　　1

偲　　　眠　　　襟：

就眠後　5　時…間
〃　　　　10時間
〃　　　　15　時…問

〃　　　　20時間
〃　　　　25時間
策　5　齢　起　欝：

　　　聰1瞭内V・C二”（ln露9の　　　　　　　　V，　G年慰段IUCO分中
浬　ノu　型　｝t，1　化　型　「総　　　鼠　　ド元測　1酸花　ジ轟ザ

29．6γ5

50．488
28．821

23、862
21．545
8．537
14．634

7．～；O　：？

7．966
2．2二38

1，184
1．07：5

3．991

4，332

37。584
38．454
3LO54
25。056
22．62C）

12．528

18．966

7i3，7

？9．．3

92，8
9ti　，2

95．2
68．1

77，2

21．3
2（，。7

γ．2

4，8

4．8
：／　1．9

22．8

　〔實1瞼第2〕

材tiill・　il昌i｛il　l　5澄iミ9月　 支108號X日115翫竪（♀）

　　　輕　過　晦　間

’　　　記　眠　　直　　後

　　就眠後10時iH1
　　　〃　　　　　　　20　磯爵　勝1

　　第　5　齢想数

職。・ U饗禽卉碧・頚：－1奪慕辮1欝魁ザ
7。こうε，8

6．394
3．13〔〕

41889

26、624　　　　　　　33．982

21．824　　　　　　27，718

18．550　　　　　　21。680
15，225　　　　　　　　20、114

2t，6’

23．1

14．4

24．3

78，4
7b’　．9

85．6

75、7

　〔魔1験第3〕

オオ挙斗　　同召羽115何乱9月　　支108劉陰X口1i5勢帰（♂）　°

緯　過　時　間

就　眠　直　後
就眠後10時聞
〃　　　　　　　20　fftj…　「｝樋

第　5　齢起鐡

1．＿＿一欝・髄鎚」r＿（窓皇甚9％）＿．　．
｛…羅売一麺1酸’化涌uH「納…『一1ド

6．598　　　　　　　：～4．6tt　2　　　　　　　31，250

4．268　　　　　　　20．666　　　　　　　24，934

3，427　　　　　　　17．209　　　　　　　20，636

4．82工　　　　　　14、319　　　　　　19．140
　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

V．Cli　lIOO分中
浬　元　剛　1磁！化　型

21，1　　　　　　　78．9

17．1　　　　　　　82．9

16，6　　　　　　　　83．4

25。2・　　　　　　74．8

　上記3實駿の成績によれば、第4眠経過「ト1に於ける鷲燈内Vitamill　C量は漸次消耗せらるる

こεが‘団る。而して實鹸第1の揚合にはb眠獄髄内V．Cの大部分（68～95％）は還元型1こ腐す

るが，實験第2、第3に於ては、之に反して大部分（75～86％）酸化型紘Cである。罵れ恐ら

く實験第1當隣の用桑は第1報に示せる如く還元型V．C85％を示してゐたが、蜜験第2、第3

當時に於ては酸化型V．C　62錫位を示してゐたこεに基困するものε思惟せらる。

！，i，”1 氈@　　　改良駆蝶1°°帥V・鰍m・）　　V嚇脳剛1
　卵lg38
1940

飼青時期

Jj　fJ

8．13
9．11

瀧元型　1　融化型　1　穂　　湿　　　搬元型　1　酸化i馳

143．Q9　　　　　　　25。34　　　　　　工68．43　　　　　　　84．⊆》　　　　　　　　15，i

53。01　　　　　　　85，50　　　　　　　138．51　　　　　　　38，3　　　　　　　　61．7
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b）　想1醐絶食中Vit鋤11n　C含．壁の痩化

L’己i群瞼蹉∫：範〕
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絶食　2　日　側
〃3i・け1（菅繭不能）

　沿食割周輝叢撫内Vq’1（m9％）　　　…vrG豹謙1（X〕．刀iii…’『一

u　フ［　戦［艘化刑1＞・o納fi　　　尤型1酸化型
　14．23　　　　　　　　　14璽48　　　　　　　　　28．γ1　　　　　　　　49．6　　　　　　　　　　50．4

　12．60　　　　　　　　　こ3・93　　　　　　　　16．53　　　　　　　　76．2　　　　　　　　　23．8

8・25 @3・93　12・18　6ア・713・・3

　　　　　　　　絶　食　蹴　了調　1
滲、曾臼＆1・郡抹謁1

　　鵬液内y．G・1”・（m9％）　　　　　V．（灘．iCO．チ中
欝元型1酸化．烈！v・（」璽’f”’　還．．蕉．捌1．1｝「rll化・艇

　15．20　　　　　　　15．25　　　　　　　3〔，，45　　　　　　　49．9　　　　　　　5〔〕，1

　21。星4　　　　　　　　2，87　　　　　　　　24．01　　　　　　　　88．0　　　　　　　　　12．0

　8，13　　　　　　　　14，49　　　　　　　　22．62　　　　　　　　35，9　　　　　　　　64．1

　上記の實！強威績によるに、鍔51～齢第9陶給桑後撒り己（第5齢2剛のの絶食中に於ける鷲髄内

V．C縮慰よ絶食2則i位迄は著しい鍵化はないが、4；－1臼より念減するを観た。然るに第19

悶給渠微欝己（第6齢41：i目）叉は第5111團識児の絶食の揚合は絶食2　Pl　IXより漸…次鷲燈内V．C

冤を減少するが、髄液内V．Gi潔よその減耗割合が比較的少いやうである。

　の識兇麿繭中に於けるVit1Lmiu　G含雌の鱒化

　本貴鹸に於ては普通に上族せしめたる熟嶽が鶯繭に着手しτより、毎日1隅宛化蟻に到る

窺、鍛継内のVitamlu　C含量を測定した。

　　噴験塘1〕
　材料　 μ召辣it；15・V　9月　 メこ108xfl，，1…×1三1115易…i（♀）

bu“Mr　　　　　　　　　　　　　　 臨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㎜㎝…㎜聯　　　　　　　　　　　　 闘一層開潔脚r欄　　　　　　　　　 ●冨　　　　　　　　　　　　　瞬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mu

褒育程度

熟　　　　　鎧
19％吐綜鍛90％　〃
100％　〃（前蛎）
イヒ　蛇面　第　　1　周　　置ヨ

＿＿＿＿」鑓蝿鉾V・9三眠＠旦髪）　　＿＿

＿慰元．測1酸化瑠1総一．．一瀦

〔實験第2〕

12．870
14．821

10．675

15。488
12．073

1，746

3、501

16．747

2，086
8．457

14．616

18．322

27．422
工7，574

20，532

V．e聰薫100分中
鑑1　　ラ己　ゴiラ甜　　i．　誕俊．．ゴヒ＿＿斐剋　　＿

88，1

80、9

38．9

88。1

58．8

ll．9

19，1

6：，1

11。9

41，2

材葦斗　　麗｛＄015疋i乱9月　　y！（’108JgfM×日115翫琶（♂）

脚　　　　　　　　　　　　　　　　 旧卿　　　　　　　　　　　　　　　 榔一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㎜醐

襲育程度

熟　　　　　鴛
19％吐IEI糸殿
90％　〃
100％　〃（前蜥）
イヒ　輔　　第　　1　　日　　伺

鍛盤内V°G量（m9％）
＿蓮＿一盈．型L酸、．化．禦．、ljl既＿　＿簸

9．890

13．589
12，248

12．602

12．248

5、Q96
3．741

8．980
71工64

4，804

14．986

17．330

21。228
19．76つ
工’1．O，52

V．C総韻、100分中

撒元測　1酸化型
66，0

78．4

57，7

63，8

71。8

34．0

21。6

42．3

36．2

28．2

上記2實験の成績によればい認児螢繭中は縄食中S難も即てV．C含鍵を檜加する傾向を示
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してゐる。

　　　〔絡　　 括」

　以上蛋援兄絶食IPI間に方鰻ナる1雌｛覆内Vitamin　C∫ll二〇）鍵化を観るに、

　（1）　第4眠中に於ては時聞の維過するに随つてV，C量は漸次減少するく，

　（2）　第3齢及び第4齢ノ1遺1盤絶食中は絶食μ；寺…間の延侵するに随つて、霊溜｝豊内爾種匿▽．C量は

漸減する。然れ＄も郷5齢起螺絶食の揚合は還元型V・C’lll二1ま絶食に俘つて漸次減少の傾1的を

承してゐるが、酸化1型V．C童は往々2iljて塩加の傾尚をカミし、從つて総V，C鑓は絶食監1重殆さ総i

著なる1墜化をカミさない：腸合が多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　1

（3）第5齢食剰・臓サ己の縄食に關しては、第句き働初腺鐸川嚇繰後）に絶食を． sへば1
日醐位は著しい鍵化もないが、絶食3日間位から急激に減少するに劉・しb第5齢の中期（第19・

同給桑後）に於ける絶食の揚合は、絶食4剛H」位から却てV．C鯖を幾分SEヤ加する傾向が鋭はれ

るo

　（4）　鶯繭中の螢識児はゴlljて｛蹄内V．C就を」｛効llする傾向が顯：静である。

　之によれば、第4眠：鯉以前のll；置児は、共の縄食の揚r｝には腿内V．C：lll：の滅耗が測かなるも，

第5齢r－1二T期以後より轡繭，IU－Jになれば、糸色食中却てV・C：lil：を暦加ずる女nき傾向が磁はれる｛．、

1〔第4〕・蠕期間に於けるV鋤謙踊甑C露ぎ鍛の礎櫃

　1盤児化蜥後、化蛾に至る迄の攣態期閥に於ける輔膿及び蝋血t，1，’に含まるるVi縞minC斌を型〔ll

定し、其の搬育及び愛愚に｛・1ミ．g・　Vitan’iin　C含燈の愛化を研究した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肖　a）　1雌蝋の塑育にイtiミふ膿液，1’，　Vitamin　C庶の鍵化

　　　〔實　　ttSi！〕

　材料　1昭和13・｛ltL　6月　「1欽1％慧X或17號（・早｛Ci　，’　1，id隻吏Z亀汚｝）

一一一・一一　一一一一，肥胃惚三『一腔齋』鷺’窪8空驚「皇一．・一一塑一呈層齋▼で鼎郵鷺鞭、＿＿．＿＿　＿＿＿　　鷹＿．＿瓢謄．柵鷹鯉黒幽▼鵬・燃・冊“糊5購訂一一脚

搬　育程　度

イヒ　　蝋　　直　　症受

イヒ重萌2日卜1
〃　　　　　3　　日　　口　1°

〃　　　4　日　i二1
〃　　　5　日　目

〃　　　6　日　lli
〃　　　7　日　目
〃　　　8　日　厳
〃　　　9、H　旧
〃　　　10　日　鑓

〃　　　11　日　縫
〃　　　　15日農1（蛾）

＝＝一聾＝，2藍裂＿し雌瓢些2腰一1麹＿．＿」姦二
i　　　　獄虫面膿液rl1〉人！｛IL（rng％）
　　mPt、　「L．pa需t　刷層凹RttTtHt「㎜－　　「TF「一1t　1－「u陽……　一．一備一一＿　　　　　　　　　　　　　　r

5．081

2．398
7．724
5，772
4，146

3．862

4．390
5．69！

5．203
4，91g

17，190
1ア．590

3，726
8，？”】7

12、545

19．141
17．53・i

17．904

18．426
18．39フ

22，2ア2、

19，98B
11．4・fg

l8．990
1fi．695

23，003
21．924
23，594
23．629
23，316

22．655
16、878

V．G穂庶iO6分巾　　1…一

聯選、蒸蘂一出i裂⊥．1蹴一化＿藝里＿

22．8
14．5．

6γ。5

56，7
2t）．0

16、B

20．0
24，：

22．0

21．1

77。2

85。5
32、5

43。3
8C．）　．O

・83．2

．80．0

75．9
78，0
γβ、9

上表によれば・糖糊（23”Cffn）に於ける化骸3剛｛・慮蜘沖V．C欄1よ漸蝋少し、

4・5H目頃迄其の含量比較絢少く・其の後6目目頃から再び唾㌃燈してヱ1日囲頃迄1最高を維捲

し・朋化するに及んで稽々減少する。而して蝋血中V．Clよ鰯強liホ期ε嗣艦i臨して酸化型V．C

多く軍均71．5％を占めて屠るo（第3圖勢照）



74　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羨葺1　　　　｝蹄　　　　尋忘　　　　・：融　　　　 li占．　　　　　　　　　　　　　〔f4．1・；一卜三；㌃跡

策こ；i謂　虫齢鐙1畠1に力努ける！｝rl　iriイ・K盲占：、1・▽、（コ．量の’・1ヒイir．　　　　　　　　　　　　　　L

＼、　　　　　r！　　　　　　　　　　　　　　　””・4t

　　　　　　　　　　　　　如　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼・tttt」

，Q　　　　　　　　　F”’Nx．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’ttt．t，

・、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賦」ぐ1｝ン齢ぐ．乳’7．』㌃瓦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　um－t　　　　風　簸1し犀㌔1三V、C、

漫響ll讐響警誓誉1－1；響1響磯

b）　1醸蜥1の・凝1｛ゴに判≧ふ蛆i｛叢内V重重亀し！｝1，ill　C：臓の毎逢・化　　　　　　　　　　　 ．　　、

　　〔’止i｛1験第1〕

オオ・料・　昭不【113イ1’こ7月　　1ヨIU翠虎X墾こ107勢ムi（・♀）

＿．＿一＿．、．、、＿一、＿＿．＿．＿一r＿＿tp、．．＿＿一＿＿＿＿闇．．、．．．『　榊墜「“糊壁寒即鱒鱒，1煕熈「冊．囎轟珊竪翼＿、、、、＿鱒欄≒㎜．監一讐鰐鱒鋤野鷺縣馳鼎野一

渡育・程度　　一搬一売」癖評ll一雫硬き1藩L重舞囲撚釜簗一一…繋一

’　　　イヒ　　　面百　　　直　　　後

　　　イヒ虫鶏2口1｛1
　　　　〃　　　3　日　尉
　　　　〃　　　4　日　E；

　　　　〃　　　5　局　肩

　　　　〃　　　6　田　目
　　　　〃　　、7　H　目
　　　　〃　　　8　日　目
　　　　〃　　　9　日　E・1

　　　　〃　　　IO　日　臼

　　　　〃　　・　．　ユ1日1ヨ（藍峡）

19．106

18．618

19．106

19、024

19．055

　　　19，106

　　　19，106

　　　18．699

　　　19。512
1　　　14・22ξ3　　，

　　　12．642

1，〃4
Lo44
6．9り4

0．464

0．085

7，田6
7．Sl6

2．007

1．194
0　．o・tO

o，366

20，880
19，662
26，1　c）0

19，488

19．140

26．622
26．622
20、706
2⊂1．706

14．268

13，00S

　　　　V．G　亭慰需赴1（1〔，分rlr

．．．：，U．1．、．＿2ζ．＿塑理．＿．．1一．－1纂～　　イ1：・　墾種匹

91　．fiso

94．69
γ3．20

97，62
99．56

7L7γ
71．77
90．31

94．24
99．72

9ン。19

8．50
5，31

26．80
2，38
〔），44

28．23

28，2a
9．69
5．7ン

o．28

2，81

　　〔實験第2〕　　、　．

材雑「　1昭羽μ3‘誕乱7月・　日II】勢懸×』支107輩虎（♂）　　　、　’　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　r

一」噸㎜“回㎜一　　　　　　　　 闇繍訊”，㎝“nv．t即…閥　　　　　　　　 隅r叩レ騙％甲vrF胃丁1示TTFTpnVTMmT．歌r－一マVTma，裾un胃ITI7漏照r騙ww”v，t祁h7軍τusvmapt塵㎝：：旨罫奮叩”a㎜r」巳

　　　　　　　　　　　　　　　｛

獲・育　程　度　一

化　　輔　　直　　微
イヒ　　虫荊　　　2　　　日　　　EI

〃　　　3　日　目
〃　　　　　：4　』　日　　目，：」

〃　　　5　日　目

〃　　　6｝日　躍
〃　　　　　　7　二日．　1…1

〃　　　8　口　El
〃　　　9　日　目
〃　　　　　　10　　日　　　尉　　・

〃　　　　　11「i・1目（蛾）

虫葡畳豊　1勉　VT。（1毒耳：（m9％）

．叢旦＿1㊧．＿鴬慧．．．一一1－一．－1惣　イヒ、、槻些一．1、浅婁＿、、　ずi｛：．

　　　10．488
　　　1z．84．臼

　　　10．366

　　　13，862

　　　11．γ89

　　1！し38需

　　　11，381　　．1

　　　　8．ε6黛「

　　　　6．5〔）4

1　4，4／2

　　　　7．2：n6

：う，432

c，U（）f：〕（二，

7、（．）134

0．232
0、；・「39

8，62S
1．321

1　．S78

1，銅a

L966

2、35’1

工3．920

12．848
17．tl（，C）

1‘f．｛⊃？4

】2．528

2ご〕．0！〔｝

、互2．7〔）2

！r）．44（）

　t；i．こヨ52

　6．ぴ．1，：／］壬3

9，593

V、く：11、亮惣、・1111：】OO／t｝c“

i，iLI　ヲ亡　　ブ腿　　1　｝唱俊　　イヒ　　ヲ泄

75．34
垂G〔｝Po〔｝

59．57
9s．35
94．1（り

56．88
89．6〔）

B、L呂9

1ン’γ．8／

　6？．46

7：5．43

24，66

0、OO

40．43

　L65
5，ワo

・13』12

！o」4〔〕

Il・；，11

糞2．！3

：’1〔）幽fS4

24．5γ
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　　　　　　　　　　　〔卸訓漁・［ti写31）

．　　‡搾lil翻ほ’岬γ11阪1～鵬×ユiζ1γi蹴∫め
　　　　　、隅』．温、叫，隅、脈、＿』＿」＿．tt，n．、L－ZU、、nurt＿、。．」t、t“．階＿＿＿＿、S＿、・、．、，一，、・……・”一一一一一・一…一一……一L臨一一一一”・一・闇‘幽蝿剛’隔鳳’噛B脳猟「飼膚’幽榊」’』曙哩｝｝μ叩吊腕」劉幽

　　　　　　　　　　　「．　．　　　　　　　　11　　　　　」1・lii，i雛1入I　v『‘（一｝1］1；（mぼ％）　　、　　　i　　　y・＿u製l！l、i・1：1「｝9：分りIli

縫　竹　X，1‘・モ　慶　　 1－一
cl
茶ﾑ「．｝1：ジ…璽　i「・lr墾1”イヒ』三lj、i！一’1、1、蜘，　　　liド1ド樋土．・1用：、・i、・！　111唱1硬　化1詑竜唾丁

rlユ　　　！］鮪　　　rt「［：　　華墾

fヒ　　！1！lli　　コと　　1｝　　ほ

〃　　　　　　3　　　日　　 日

〃　　　　4　il　il
〃　　　　5　1i　日

〃　　　　A　Ff　i・1
～ン　　　　　　　γ　　　1；　　Il

ノ少　　　　　　　9t　　「I　　ll

〃　　　　　　　9　　　il　　月

〃　　　　　　1〔〕　　口　　 11

14．i131
12『’・∩二t

！fi．（「，1［

1γ．4E！jO

li’i．ごレ1i

1t’1，〆［4γ

i：亡．iウiL

討1．）．325

［il、041

T3．1）ljワ

13．，tc）ウ

：「｝．4りa

レL．51’lv’

1：／、3：，，Q

　2－359

　　　i．｝．（「＞3

　　i　l　、2㌧｝5

　　　2．ン1？5

　　　辱、t，i’1．「iり

畠　　　　2．3リン

：～γ．rl4∩

［h．［f’ j〔つ

：．tウ閣呂目〔〕

34．εo（）

1γ〆斐〔｝‘）

iり，14（．｝

；t：；．・tq〔，

：，t，1，6；・！〔｝

1ン．・“〕0

1：1，・’15・］tl

lll．f？）　tt

7［］　，27

50．8：；

Slo．2：1

86，xl4

EtC）、71

t51．V2

8リ．85

86．・14

111，／｛，呂二t

4日、16

1～L73
4ワ．t：i’

4ワ，」／ア

［3．f16

Iv討り
48．r〕H

Iり『li／i

r3．f～6

聴5．it「｝

　　　　　〔／7斐纏＠r第　4・〕

　　　材’lti皇卜　昭羽114ag　7月　　「欣19呈虎×寅17勢某（舎⊃

，引備
@　　．　照・聖肋乱嗣阿解肺網縛齢薦一P再，彌”…烈・樋・・　　　　　蛸琶蟹κ・【闘一略騨「ル㎜騰，師論琳陶“帥”－v“一　　　　属’lv脇一lptny鴨Ht’、””四1’噛F’に一『叫鴇凹1噌■凶v’tf．．”幽騨隔剛吻幽二th見噛『鮒馴　　　　　噸’難凹．副一即｝邨司，幽

義　；i”f　秘　1葉　　　甥盆”’”，JIゴ『塑　1酸　∫ヒ酬葺［II垣　11糠．ヒ．1．：lll∴個　搬』’．⊃1：ゴ’「塑”「「1『：酸1　rlピ〒『：π…
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　木實験に於Cは伽】料たる．　中1含まるるV．C量の多少が、灘1働勺V．C含・1耐二如何な拙1｝II

係を有し漁i葦いてそのll：骸1の獲育及び繭，1∫跡1如何なる景卸｛1をイけるやを知らん1嗣，，（1）口

照不足桑及び（2）熱嚇理桑を給與しN粥1骸、給鼎18〔親ミを比較しナ．1、c、
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1、223　　1？0，532　1
0，213　　　　　　i5，66〔）

轍灘惣椴　隷　　1燃1　灘
　備考　昭和13年7月實燧袋、支107號×日111號　箪4齢起綴より。

勅徽によれば・田轍秘藁を給鯉礁兜蝿脇毫鰍鯉るも、のに比し巽：：読撒U職納

V．C「ll：著しく減少し、而もその飼育放績概ね不良にして往々空頭屑灘’（：￥ごlu已聾：1き1）を多鵬せしめ

た。　　　　　　　　　　　　’　　　　　　、，　　・

　b）熱腱理桑給奥ミ識艦内Vitanlin　C　Sの關係

　本實験に於ては80℃の漁熱に5分醐棲鯛せしめたる薬焚を以て掃立より、或は第4齢N．は

第5齢起鱗より之を飼育し、各齢駕糠又は眠罵亭につ浄瓢騰内及び盈液内V・C含：lil：を調査し、

剛寺に飼育放績蜘嫡赫質調査を費つて瞥通桑給與晦（翻購魏）ミ」：ヒ鯨研究した。

・鋤の揚合闘ひ燃麟桑のvc醜は獺卿り砺？参㈱1・駒）・
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叢慮1㌦糞　　28呑：器ゴ　　ilS：ll　　糠
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　　〔實験第1）

材料　昭和12年9月　改申凝X改安

試験研別　1

舗繍與｛1
布　　　　　　　均

熱麟桑給奥｛li
年　　　　　　　均　l
　　　　　　　　E

＿一一＿＿＿．．一＿＿」翼穂＿内＿黒二£＿⊆澱璽殿λ＿翼L（駐膿笈芝＿＿＿一．．、一＿i．一一

＿蟻　＿一翼＿L璽2．職墨耀＿」＿笙二蕪髄趨鍵しL簗4齢鰻鍵＿．Lj挫…齢塵鰹1＿

O。OO
O，OO

O．OO

Q．00

0，CO

O，OO

37，46　　　　　　　29，93

19。72　　　　　　33，71

28．59　　　　　　　　31．82

5，86　　　　　　　5，61

　－　　　　　　3．90
5，86　　　　　　　　　　4，76

　　　　
1酬｛1：襲

4．39

2．36

3、36

死
死
死

　以上の成績を槻るに、熱彪理桑を絵輿せる鱗兜は簸膿内V．C撮1著しく少く、而もその嚢育

甚だ不良にして、第3齢」又は第4齢中に於て律々発滅に瀕する。從つて第1齢盛叢舌より第3齢

盛獄迄の成長度を比較するに、覇』照翻見はその聞9日開に約30倍の威畏を示せるに野し、熱
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威理桑給與鷲見は13日間を要し、僅かに13倍の成長を観たのみである。

　　　〔實験第2〕

　材料　昭和12年9月　改申楽×改安（第4齢起置より）

試瞼匿別

普通桑給與冨
熱慮理桑給與匠

＿聾内v℃ぐ翫型環⊆哩％）」　－1備噸（♀♂2F一均）一　。憾　長

雛4劉徽腱5辮欝1繭爾颪」璽陛彫欝纒，鎧
　　　　　　　19．35　＿1　，r，，5。r28511・。1／1・5211：も　1唇
　　　27．24　ら　　　

25．20　5．12　3、28　2．9310．8150．063　0・79　7・67　15・5　　17
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1

　〔實験第3〕

材料昭和12年9月改中藁×改安（第踏賢起置よ，の

試　瞼　俄　別

普掴桑給與匪
熱腱理桑給與鼠

麗「元一麺「V．C量（mg％）　　　　　　　　上繭1．穎（♀♂耶均）

灘麗婁16，騒膿轟、、壷璽繭層購劇繰
19．35　　　8．21

19．35　　　2．44

12．20

3．42

7．40
2，28

8．29

3．33

1．23

1．03

0．21

0．15

9
1．06

Q，88

％

16．41

14．52

　※消食管絹藩糸腺等を除去したる慧畳豊o

　以上2實験の成績によるに、熱虞理桑を給與せる猿兇は封照慧見に比し簸艦内、燈液内及び

絹懸腺内のV．C含量著しく少く、而もその嚢育及び威長極めて不良で、繭質亦甚だ劣悪であ

る。（爲眞版参照）　（第7圖、第8圖蓼照）

　　　　　　　　　　　　　　第7圖　 熱庚葺理桑給與試馬鹸蛋譲見

倉：：：：：繋桑簿與講繕憂死、｝麟立
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第8圖　熱露理桑給與試験慧見

a……i封照鎧晃（第4齢催眠鎧）

　　熱露理桑給奥慧晃

b・・・…第4齢起蟹

c……第3眠簸
d……第3眠（不眠翼）瀕死

e……第3眠ぐ不眠鎧⊃

9

　爾叙上の熱塵理桑に特にAscorbin酸（最純）の2％水溶液を添附じたるものを、普通桑給與

慧見拉に第4齢起猛より熱腿理桑を給與したる慧見に封し第5齢起猛より給與し、引綾き熱露

理桑を給與したる慧鬼ざ獄盟内還元型V，C量を比較した。

　　　　　　　　　　　●
　　　〔實駿第4〕

　材料昭和12軍9月改中漿×改安（第5齢起慧よの

第耀爾「砺藤・・F第，，議毫粘鴨響盛灘、

普通桑給與

熱虚理桑給與

普通桑給與厩
熱露理桑給與＆一

熱虎理桑＋V．C

普通桑給與匪
熱塵理桑給與匪
熱露理桑＋V．G

19．35

〃

！1

3．2B

〃

。〃

19，11

6．26

8．54

　　　　17．89
－　　　　　　4．72

　　　　7．48

　※第5齢盛鎧は15時間絶食せしめたる後V．C量を測定した。

　本成績によれば、熱塵理桑給與厘の麗艦内V．C量は普通桑給與慧見に比し著しく少く、爾

熱露理桑にV・C（2％）液を添食せしものは梢々獄禮内のV．C量を増加せしめてゐる。叉第4齢

中より熱庭理桑を給與し・甚だしく嚢弱したる第5齢起獄より普通桑を給與すれば錨髄内V，C

量を著砿く同復せしめるを観た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔総　　　括〕

　以上日照不足桑及び熱虚理桑給與の實鹸成績を絡括するに、V．C含量少き桑葉を喰下しkる

獄児のV．C含量は晋通桑を喰下せるものに比し甚だしく少い。叉熱虜理桑給與によって鐡髄　、

内V．C量を著しく減少せしめた材料欝見に普通桑を給與するこεにより、叉は熱鹿理桑に
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Ascぐ）rl／　in酸（2員の液を添食するこて三によつてbe　li課蹄内V．C量を岡復せしむるこεを認♂）た。是

等の串：賓によつて1｛：笠艦内V，Cは一1三Eして桑葉中V．Cの吸」lkによつて」搬且ヒするもの：S考へられ

る。

　爾V．C不足桑を給興せる鱗兇が…般にその糞育戒長極めて不良にして、繭質亦著しく劣慈

ミなる｛よ明瞭なるもtS本實験の範圃内1こ於ては桑漿中他の有敷成分をも吟昧せざる限り、

▽itlUllit．1（」・．（・；足の影考　にの♂偲・rrけるcs困難であるが、本鯉｝に方螂る全般の成績総陸照1彦1！1

すればh桑蘂中V．G堂の多少が職兇搬育上漿要なる關係を禽するこtt’は糠建するこεが出來

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　liy・概　　　箔

　鐙卵胚子の號育より幼備、蝋及び戊鹸に互る嫁謙襲育の・・…i箋1’代に於ける撚髄内V玉t撒λluC含

：1量i二の蔓化を槻察調査せるに次の知き縮果を轡た。

　1）蟻撫よV，C絡鍛一般に少く（9．6～17．4mg％）、食桑ε共にその駄を壇加するが、還痕

型v．Cで｛よ蟻li測｛参に砂く（1，0～2．71ng形）、第3歯舎起談に於｝C最高に蓮する◎4．Om離6）。侮

V．C総歎では第4齢起鍛最も多く（29．6mg％）b第5齢♪駐鰭聾1璽では再び減少する（16，21ug％）ζ，

　2）　第5齢1懲児獲育中｛i豊液内V．C量は齢籾第2～3滋目順最多蟄に耀し（37．6～44．6mg％）．

その後4～61三！目頃一II諦或驚し（2〔｝・5～27．0111g％）、その後幾分増加の傾向を示すが纒て禅ぴ減

彙して熟盤εなる（21．4～2壬．9n19％）。叉欝搬己髄液内V・C量はlhL燕を言孚游せる瞥通騰液1　X　lilL　｝！i．gの

みより多いo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　3）　第5齢難児猛育中溝イ［二液内V．C燈は溝食管内桑葉の最も少い起識及び熟翫装に於て最も

少く（1・7～3・5m9％）・食桑二ii至の」曾加に俘つて増鼠し・第4・、5H目頃最多斌を示す（17・41ug

％）。

　4）　漕食管を除去せる第5齢獄慨組織内V．αi量の鎚化を槻るに、起鷲當峙はJ・ヒ較的少いが

（1tt～2主in9身6）、餉食後Ili折次」曾lll：し、第2～3日口頃著しく糟力llし（32～40mg％）s第4～7日

口頃…時減i達する傾llOを示すが、盛食期の末期に到つてN轡ぴ増量しb熱翻εなれば復た減壁

する。

　5）第4眠総愚中に於ける鷹膿内V，C癒は漸次漕耗せられ、就眠鴬時31～371u9％位の

V，C総蹴は起羅εなつて19～aC　Omg位に減ずる。

　6）　趨慧絶食飢餓中に於ける獄騰内V．C量の楚化を見るに、選元型IV．Cは維食μ寺…閥の延長

するに随つて漸款減少しsその量告～暑（z陶舌）に達すれば殆さ蝿死する。然れS“も随C織縫

は絶食4臼目頃迄は著しい愛化なく、第5日目頃から漸く減耗し、瀕死に到つて雪位に減少すta

る。

　7）　第5齢食桑後絶食飢餓中に於ける鷲騰内V．C量の憂化は齢切期ε中期εによつて栴々

趣を異にずる膿であるが、概して起職絶食の場合sS相類似し、飢餓の遽行に伴つて騰内及び髄

液内・V．C鮭は溝耗する。

　8）管繭中に於ける獄髄内V．C量の攣化を駕るに、鶯繭の中途に於て却つてV．C昌ll｛二は塘加

する傾陶がi］eられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　9）　蠣賜聞に於ける髄内V．C蟄の痩i化を概るに、化蝋後3、4El日頃V．C総超ニー一時噌加ず

るも（♀2r）．0～♂18．6m926）M　5　El目頃一v－4寸低下し（♀16．2～♂13．3m9％）、更に7、8i・1圏から

得ぴ堀加ずる（♀24，7～♂2⑪．Om督％）。而して雌踊｛よ雄蝋に比し概してV・ぐ，絡lll二多くNll　LI口順

迄は此較的多鼓を維ヂ寺するが、雄蝋に於ては9H臼頃力・ら低下して化殿に鋼るo

鋤誠蝋翻膿内に於けるV・備嶽び翫型V雌は搬1こ雌蛾雌蛾よりも多く・「
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術雄蛾は雌蛾に比し酸化；型V．C’i｛：に富む傾尚顯著である（V．（1紬i815．87～♂13．46111g‘）。

　11）蠕期間に於け融酬1国・V．（）il：α藤化を翻るにb．化蠕後3田雌1にV’。C総i’！：　irlij　i’欠減少し

（11．4mg％）」4，　，5111ヨU套1比1陵的少いがb　61．i目頃再び」｛・｝il：して11日麟頃迄1i迄高（23，0m9％）を・

維持しb蛾εなつて復た1威少する（12．9mg％）。

　12）　1熊卯u『1ゴ中に於けるV．C　ll二の攣化は催｝f行手當ll；l」：’（細長IUj麗子）には卵内V．C紬il【；二」・ヒ較

的多いが（18．5mg錫），　Eゴ1子、育に．件つて謝1次減少し、突起生成1田頃に最阪に遮する（」藩4mつ。

IY’いで1贈專期ll確1腔及び肌門陥入llll頃に飛躍的なる塘力llを示し（28．81ug％）b共の後反i尊期嵐後

21」間位比校的多鎚を維持するが、後漸く減少して卿化前fL走少量εなる（12。3mg％）。

　】．3）　日照不足桑及び奔勲麺哩葉（8α℃～5分1棚装i燭）給興の實II換戊績によるε、　V，C含量少由為

葉を瞬取して搬1『した、1譲児は・皇腋亘飛を｛1・｝il取せる識児にJiLし儂内V．C奮黛著しく少いc，・尚熱

慮理桑の購取に因“Cl鑓灘内’V・C　ltil二が著しく減少した鱗兇に瞥通桑を給興β「るこiにより、戒

は熱嘔哩蓑にAsec）rbiu酸（2メ多）　lt，；Cを添獲ずるこごによつて湿謡縄内V，C含二1ヒを」曾加せしめるこ

電を認めナこ。

　1動、第5齢垂慧育1匡1謝艶勺V．C総堀二殊に巡ル烈V．C戴の，礎化はよく肯脈管搏動敷の痩化tt’一

致するばかりでなくb更に高1胤接醐（そω℃－1（噂間）に鋼する抵1）’cカも之に李行しで溝擬する。

　15）　化蜘後域1．1の虫lll艘量の誠髭燈ご聖螢1虹ill｛搬内V．C翻皇rのlsas化ざを1’ヒ較ずるに、輔灘倣の減

耗比較的少い31口三1頃輔灘内V・C認鑓が最も多く、5口臼以後蟻艘破耗震〔比較的多い時にV。C

紬：縫最も少い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　16）詫謝聯IL織内V．Cは∫鵬1認を除いては概して総元型V．C比絞的多く（V．G認｝lt巾蟻：i謡1罎元

型V・α3．2％b澱夢己75・4％・蠕明♀81胤あ）8t）・6％）、之に」父して慨液中には通1ダリ酸化型’V．Cが

多い（幼、1蜀1｛2液V．C紘り1二ll毒酸1ヒ型V．C74．72b”b　SUIi　i・it：1液巾71．5％、蛾1燈液lll　74．4％）。而して一一般

に盟内に於てV・（紬1：1二の塘加すーる揚合には、1三ごして酸化型V．C搬が」｛勃1ける傾陶がある。

　17）　本蹴験の範圃に於ては、家1盤幼鵡階1侮に於ては吠鷹中V．Cの吸枚に依て髄内V．Uを堰

すが、苧37繭朋以後殊に蝋期i“J　ibZに言｝譲卵胚許・1能育1田中にはV．Cが鵬内に於で合成せらるるこi

が‘圖る0

　18）V．G不足桑を給與せる護i獅己は羅艦内V，（」含噛量少く、且其の葦逡育著しく不良にして繭鷹

極めて劣悪εなるもM、本實臓の範圏では桑艇中の他α）有敷成か脅も1吟昧しない隈e）　，V．C不足

の影響εのみ噺定するは困難’C“あるが，本報㌫に於ける金般の試臓戊績にも微し、蕩〉距中V．（

鋸の多少が象麗の獲育鍵態蚊に｝隅質物の生戊．1二垂要舷る膨蹄1をftするこSは鋒むこεが塒褒

ない。

　．・　　　　　1　、　　　　　v・考　　　察

　本實鹸に於で観察した脚鎖に基き、家1猛の搬濁εVittunin　Cごの關係を考察ずるに：－

　D家獄幼鐵期を通じで蹴鐙内に見出さるるV．C量は其の凝育程度によりて著しく異り、

通例煽i羅に最も少く（9．6～17．4nlg％）、第5歯舎2～3N目の鉱兄に最も多い（32．2～40．01ngiち）c，

是等の翻艦内V．C量が主εして飛蜘FV．黛に因由するものなるは、本研究に於ける次の事實

に圃つて首肯し得る班である。Uljち1）比較陶V．C含鍛に乏しい蟻1慰又は起黛がb食、災1こ磨じ

て漸次匿内V，C量を壇加せしめるこざ。2）用楽中V．C璽の多少が直ちに聾灘幾内V．C量を支

配するご蕊3）幼癒賜の胱内V・C；1：は脱皮期又は飢餓巾に於て漸次濾耗せらるるこε。等⇔に

因り家1盤幼旦蹟の糊・養期じ在7Cは｛慌内1こ於けるV．Cの合成は行はれないものε想考せられる。

　1fl）　，ll灘己．ヒ1藤後（Eきfi　9“li　｝IJi）及び蝋期閥に於ては絶食中醤繭及び愛銀の各騰能の確行ε共に、

去ljてV．C含簸を塘加すゐ傾陶があるから、葡嫡及び虫117の艦内に於てはV，　Cが生成せ疹るるも

のε認むるこざが出來る。面して澱蝋髄｝憩に於けるV・Cの生成に關しては追て〉餐研究の第3
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報を以て報告する豫燈であiが、元來動物髄内に於けるV．Cの合成に關しては、鰍に於て

Parsons＆IIuLt（》lls（1膿｛D　ts丁、ePkows1｛y＆No1錨on（1924，）、‘鴉に就いてCarri（：lg＆Irauge（1925）

の研究があり、爾昆鐡に於てはWt）1huamii，　Giroud＆’Rat｝simamagna（1937）が令くV．Cな峡

如せる飼潤を以て飼竃しゾこゴキグリ（BLしttellのに就いて9～20m9％のV．Cを橡出し、共の膿

内に於けるV．Cσ）合成を立蹴してゐる，）

　世）　1鷺卯胚子・獲育Illに於けるV．C含量の攣化に就いては麟に署滑（193の及び中11］氏（L941）

が反！博期當時から著しく糟撮：するを認めた如く、木報告に於ては反1博期前胚闇r」口腔及び川：門ll角

入の頃に韮εして酸化型V．Cの塘加にょり飛躍的なるV。C溜主撮の∫曾加が行は才し、反轄期後に

於ける胚子搬遼の資に供せらるるものご考へられる。尚他動物の卯期獲望f中に於けるV・C噛硅

の合成に就いては郷卯に於てPlimlner，　Rosし；dI、le＆Rayll三〇11d（1923）及びHmlge＆Carrlck（1925）

が既に報じてゐる所であるo

　Iつ　爾第5齢凝育に伸ふ激1躍内V．C量が圃一煽…期0）背1獅隻惰搏動敷及び高淵接醐に捌す～5携

抗力の多少ご欝接なる關係を腸て鍵化し、拠に從來の例：究にょって、齢初期に於ける同復生長

期（八木博士1924）、或は尉1｝赫腺及び溝食讐内葦誤物を除外せる、1謝搬摺惣慧の獲育が最も旧1盛なる揖：｝Z’

期（大川1博士192｛3，，27、蒲鑑1938）に方姿て、而も軍位生腿：［i’1：」：りの呼1！Nkl：の最大なる第9～3口

目頃（藤井博1：1930、河野氏1932、｛反谷Lgi1940）にはllll離豊内V．C：fl’1：最も多く、之に欝し，C齢0）

中期（k～6H目頃）、絹綜腺の威提ユ泣も大にして、躍位L－；三1驚量よりのCO2呼出最比鞍i的少く、

而かも、氣象障害に鋤する抵抗力の最も少い時期（鈴木博士11）25M大川博士1CJ2C，、板谷氏194〔，）

に於てV．α鮎量も甚だしく低下を示すは、舐膿内V．Cが絹綜腺の搬遽等によつて滑跳せらる

るこざを指示するものである。

　爾本研究に於て熱慮麗桑、其他V・C侮111二の少い薬漿を給典する場合はh撒髄内V．C量の著

しく減少するE共に、識兇の威長度櫨だしく懸延するばかりでなくN殆さ搬育不能に陪り、控

往察頭備織の如きV，C奮ま1至に極めて乏しい病鑓εなつて艶死し、辛うじて鶯隔繭を槻るも、繭

質は極めて劣悪εなるに徴しても、舐り己蕨育蚊ぴに絹質物の輩威上、桑藥中V．Cが甚だ豊擬要

なる役割を演ずるものなるかは明らかなる所である。

更に本研究の結果によつて・螂欄に於けるv．c：1鋤鰹化が蝦懸の醐1磁の多少ε密接，

なる關係を有するのみならず・躍位生腿蟄よりのCO出呼Ill量の最も少し・時…期（藤ヲト博士1930、

板谷氏ユ940）自ljら化蠣後3、4聞ヨ頃に於て蝋膿内肌C量一脚曾加し、而かもこの當時は恰か

も燈内幼1賑器官の解離竹三用が殆さ終丁し、将に成鐡器官の新戒に入らんごする轄換期であり

（Evans　1（」　32　，蒲生i　1935，，36、梅谷博：ヒ1939）、叉虫甫の外界に蜀する抵抗力の比較的強ll　i：なる酵

期に相欝する。即ち化蠕後可溶性蛮白質が最も多く（Evans　1932）、叉蠣膿液内継窒素最の」七較

的多い頃（赤尾博士1941）、或は蝋骨豊内撒ユinQ態窒素の少い剛田（羅崎博士1936）は一時塘加す

るが、其の後化蝋5～6H目頃漸く成轟器・窟のi粉誠朋に入るに當つてVC最が減少し、更に7

～8日目以後成蹴器官殊に生殖器等の農遽に件って、不溶性螢臼質の」曾加するに至り（EvaUs

1932）s或は蠣骨豊内amint）態窒素、リボイドv・Fチン誰ξ、及び尿酸等の増加する嘆（尾ll劇1嬉士

1936）に特に雌蠣に於て蝋騰内V．C量が著しく檜加するが、化蛾に接追するに從って再び～戚量

する。是等の事實に基き・蠕髄内V・Cが」（ilsの愛態生理上璽要なる關係を有するこごは自ら明

かなる所である。爾蜥騰内に於けるV・Cの合成の行はるる部位蚊に其の合成機能に關しては、

追っで次報に於てi報告せんεする研である。

　以」t緯説せる所は本研究の範園内に於て・從來の諸多の知見を根賑εして考勢建したる所なれ

ば、今後桑葉中V．Cのみを牽制する實験に戚功せざる限りは、獄の嚢育上1こ於けるV．C作用

に開して根本的なる麟定は困難Sする厨でありN是等の黙に就いては後日の研究に待たねばな
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らない。

，　Vi・摘　　　要

　本研究は壕諮：の獲育ざVitmuh1　Cごの胴係b将に家撒獲育の一・世代に亙つて髄内に見出さる

るV．C量の鍵化を研究しb即ち盤児の濃1守、成長期（幼d’lfi・，JVJ）b鱗繭期，鍵態期（蜥期）及びic量R

卵搬育期の全期間に於て、夫々の生理ll機能に俘つて、糊蹴内V．C含量にll各ぼ一一定の満長様相

を示すこξを指欄し、嵐て幼錨の・基芝甑成提に鮒する桑葉中V．CSの關係侶論じ、更らに蝋

期間及び澱卵螢、冴f中に於けるV・Cの合成を認めb蝋及び胚〕層壁育蚊に愛態機能ミV．Cεの關

係を例二究しナこ。

　本研究の結果を摘録すれば次の通りである0

　1）1家瀬の嚢育・成長ごV・Cξは密接なる關係を有しb而も幼猫期1鵬1釜1慨内に見出さるる

V．Cは桑漿中V．Cのjas一取吸1改によりて得らる。

　2）家翫拗」膿内V・C含：｝融難中よ．りの吸牧1・　銘蹴諸徽勒獲育誠長のために1膿

せらるるV，C彙の多少εに鷹じて溝長する。

　3）寂鷲幼蜘の眠巾及び飢飼延中にはi幾内V・C：lil：は漸次llゴ耗せられM終に飢餓中に於ける羅

髄内V。C：慰よ選元型V．C．lit，：　li～悉、　V．C絡：縫凡そ告に達すれば瀕死の状態ごなる。

　4）撒児鱗繭rl　1より蠕IVユ間に於ては、却つて髄内V．C総：U，：の塘加ずる｛頃向を示すから、前

蜥期及び輔期間に於てはV．Cの艦内合成が1∫1よるるものξ認めらる。

　5）　翻卵・獲育中に於ても胚」七の反輔萌後に於てV．C含量が著しく増加するに徴し、胚予搬

育中V、Cの卵内合成が行はれる。

　6）　幼鐡期閥に於ける鑓髄内鯨に髄液内V．C含頚：は網綜腸1の獲還著しく、」L抵坑力の最も

少い當陪に於ては減｝1｛1しb第5齢飾1食後2～3田三、1にして絹綜腺慶1外の1熊艘質が眠後剛夏成提

するll討田に於てV．C含：量最も多い。

　7）蠣膿内蚊に踊艦液内v・C含ill：は艦内に於ける幼愚器窩のHistoly謝が殆ε終li：しh而

も蝉朧量減耗傘の比較的少く、．［］．抵抗力の1役も強友なるi嗣り」（化蠕後3～蝦・Dに於てV．C含

量比較的多いが・其の後成蜘器嘗のIlistogenesis’の旺んな時期に棄つてV．Cは一時著しく減

少するが、更に生殖器等の獲漣iするに及んで、V．C量は再び塘加3hる。而して雌蛎は左1蔭蝋に比

し概してV．C含最が多いc，

　8）　日照不足桑及び熱腿麗桑の如きV・C不足桑を掃立より昂合與すれば、錨艦内▽，Cま潔よ著

しく減少するのみならずs翻兇の獲育及び成長を甚だしく阻害し、中途にして全く蜷死する

が、第5齢より給興すれば、僅かに結繭するものあるが、繭質は極めて不良である。

　9）塚翻1世代に於ける生｛遷内V．C総最（Ing％）を示せば次の通りである。

錦・輔IV備・（・・％）　館吻り引i…融（・lb・％）

　　懲　卵　（最長期）
　　〃　　　（Jii（iF5」9］T）tt）

　　蟻　　　　　　　獄
　　策　2　齢　越　ttx
　　錦　　3　齢　起　慧
・　　策　4　齢　起　獄・
　　第　5　齢　｝追　鑑

2正，4～21．7

25．6～32，0’

9，6～17．4

　　17．4
　　25．4
　　29．6
12，2～24．3

箪5齢2～3EIl！i
熟　　　　　　　蝦
前蜥（上藤後3日闘，

蝋（イヒゴ涌3～4日口）

成　　　　錨　（蛾）

　　　32．2～40．0
　　　18，8～26．1
　　　　し　－v2ア，4
｛書　li9：1：髪：慧

｛答　1：乙甥：る゜

（於上田蝦編碍ζF，］墨検飲盤生理繊教…餐）
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